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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第151期

中間連結会計期間
第152期

中間連結会計期間
第151期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年４月１日
至　2024年９月30日

自　2023年４月１日
至　2024年３月31日

営業収益 (千円) 3,167,915 3,501,746 6,511,332

経常利益 (千円) 131,321 265,003 394,463

親会社株主に帰属する
中間(当期)純利益

(千円) 98,901 218,641 323,210

中間包括利益又は
包括利益

(千円) 107,785 220,416 332,894

純資産額 (千円) 5,751,125 6,196,591 5,976,235

総資産額 (千円) 15,929,889 16,140,658 16,081,066

１株当たり中間(当期)純利益 (円) 24.06 53.19 78.63

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.4 37.7 36.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 192,681 247,372 998,504

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △144,313 87,034 △728,520

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △61,473 △186 △382,489

現金及び現金同等物
の中間期末(期末)残高

(千円) 1,848,669 2,083,489 1,749,269
 

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な変更は

ありません。

また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が

当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありま

せん。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 (経営成績等の状況の概要)

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当中間連結会計期間における当社グループ(当社及び連結子会社)の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー

の状況の概要は次のとおりであります。

当中間連結会計期間の営業収益は、鉄軌道事業及び自動車運送事業で実施した運賃改定を中心に前年同期に比べ

収入増となり3,501,746千円(前年同期比10.5％増)となりました。営業利益は255,279千円(前年同期比318.8％増)

となり、経常利益は265,003千円(前年同期比101.8％増)となりました。また、親会社株主に帰属する中間純利益は

218,641千円(前期比121.1％増)となりました。

 
セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

 
①　交通事業

交通事業におきましては、鉄軌道事業、自動車運送事業で前年実施した運賃改定の影響などにより収入増とな

りましたが、タクシー事業においては前年並みに推移しました。これらの結果、営業収益は2,687,297千円(前年

同期比10.4％増)、営業利益は142,535千円(前中間連結会計期間営業損失74,007千円)となりました。

提出会社の運輸営業成績表及び業種別営業成績表を示すと、次のとおりであります。
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(提出会社の運輸営業成績表)

　

(鉄軌道事業)

 

種別 単位
当中間連結会計期間

(2024.４.１～2024.９.30)
対前年同期増減率

(％)

営業日数 日 183 ―

営業キロ程 キロ 23.4 ―

走行キロ 客車 千キロ 1,582 △0.6

乗車人員
定期 千人 3,015 2.5

定期外 千人 2,041 2.2

旅客収入

定期 千円 361,717 13.1

定期外 千円 459,195 15.3

計 千円 820,913 14.3

手小荷物及び郵便物収入 千円 ― ―

運輸雑収 千円 50,386 △1.1

収入合計 千円 871,299 13.3

１日平均収入 千円 4,761 13.3

１日１キロ当たり収入 千円 203 13.3
 

　

(業種別営業成績表)

 

業種別

当中間連結会計期間
(2024.４.１～2024.９.30)

営業収益(千円)
対前年同期増減率

(％)

鉄軌道事業 871,299 13.3

自動車運送事業 1,409,020 13.1

タクシー事業 465,535 △2.4

消去 △58,557 ―

営業収益計 2,687,297 10.4
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②　不動産事業

不動産事業におきましては、前年同期に比べ不動産賃貸事業収入が増加したことなどにより、営業収益は

241,010千円(前年同期比3.0％増)、営業利益は66,434千円(前年同期比10.4％増)となりました。

業種別営業成績表を示すと、次のとおりであります。

　

(業種別営業成績表)

 

業種別

当中間連結会計期間
(2024.４.１～2024.９.30)

営業収益(千円)
対前年同期増減率

(％)

不動産賃貸事業 222,575 3.2

清掃業 30,678 △0.5

消去 △12,243 ―

営業収益計 241,010 3.0
 

　

③　レジャー・サービス事業

レジャー・サービス事業におきましては、前年同期に比べ旅行単価の増加や、海外旅行の取り扱い増などによ

り増益となりました。営業収益は419,530千円(前年同期比17.0％減)、営業利益は26,351千円(前年同期比72.4％

増)となりました。

業種別営業成績表を示すと、次のとおりであります。

 

(業種別営業成績表)

 

業種別

当中間連結会計期間
(2024.４.１～2024.９.30)

営業収益(千円)
対前年同期増減率

(％)

旅行事業 419,530 △17.0

消去 ― ―

営業収益計 419,530 △17.0
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④　保守・整備・建設事業

保守・整備・建設事業におきましては、建設事業において鉄軌道事業からの設備投資、修繕が減少し営業収益

は389,694千円(前年同期比14.7％減)、営業利益は17,597千円(前年同期比69.3％減)となりました。

業種別営業成績表を示すと、次のとおりであります。

 

(業種別営業成績表)

 

業種別

当中間連結会計期間
(2024.４.１～2024.９.30)

営業収益(千円)
対前年同期増減率

(％)

建設事業 66,740 △50.0

自動車整備事業 323,257 △1.8

消去 △304 ―

営業収益計 389,694 △14.7
 

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ

334,220千円増加し、2,083,489千円となりました。

当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、247,372千円(前年同期比54,691千円増)となりました。これは主に、

助成金等の受取額が減少したものの、税金等調整前中間純利益が増加したことなどによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、87,034千円(前年同期比231,347千円増)となりました。これは主に、

工事負担金等受入による収入が増加したことなどによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、△186千円(前年同期比61,287千円増)となりました。これは長期借入

金の返済による支出が減少したことによるものです。

 

 (生産、受注及び販売の実績)

当社グループの事業は、交通事業のほか不動産事業、レジャー・サービス事業等の広範囲かつ多種多様なサービス

事業が主体であり、また受注生産形態をとらない事業がほとんどであるので、セグメントごとに網羅的に生産規模及

び受注規模を金額あるいは数量で示すことはしておりません。

このため生産、受注及び販売の状況については(経営成績等の状況の概要)における各セグメント業績に関連付けて

記載しております。
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 (財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析)

(1) 経営成績の分析

　　①営業損益

　　　　当中間連結会計期間の営業収益は3,501,746千円（前年同期比10.5％増)となり、営業利益は255,279千円

(前年同期比318.8％増)となりました。

　　　　なお、各セグメントの営業収益及び営業損益の分析については(経営成績等の状況の概要)に記載しており

ます。

　　②営業外収益及び営業外費用

　　　　営業外収益は、前中間連結会計期間に比して59,508千円減少し16,365千円となりました。また、営業外費

用は、前中間連結会計期間に比して1,134千円増加し6,641千円となりました。

　　　　これらの結果、経常利益は265,003千円(前年同期比101.8％増)となりました。

③特別損益及び中間純利益

　　　　特別利益は前中間連結会計期間に比して2,787千円減少し930千円、特別損失は前中間連結会計期間に比し

て189千円減少し0千円となりました。

これらの結果、税金等調整前中間純利益は265,934千円(前年同期比97.2％増)となり、税効果の影響を考

慮した後の当中間連結会計期間における親会社株主に帰属する中間純利益は218,641千円(前年同期比

121.1％増)となりました。

 
(2) 財務状態の分析

　　①資産の分析

　資産合計は、前連結会計年度末に比して59,592千円増加し16,140,658千円となりました。これは主に流動

資産のその他における未収金及び営業外未収金が減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産のほか預

け金が増加したことなどによるものであります。

②負債の分析

負債合計は、前連結会計年度末に比して160,765千円減少し9,944,066千円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金が減少したことなどによるものであります。

③純資産の分析

純資産合計は、前連結会計年度末に比して220,356千円増加し6,196,591千円となりました。これは主に親

会社株主に帰属する中間純利益の計上に伴い、利益剰余金が増加したことなどによるものであります。

 
(3) キャッシュ・フローの状況の分析

キャッシュ・フローの状況につきましては(経営成績等の状況の概要)に記載されているとおりです。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び「連結財務諸表 注記事項(追加情報)」中の当該見積りに用いた仮定の記載につ

いて重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

豊橋鉄道株式会社(E04118)

半期報告書

 8/26



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,110,080 4,110,080 非上場・非登録
単元株制度を採用しておりま
せん。

計 4,110,080 4,110,080 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　   該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金
増減額
(千円)

資本金
残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年４月１日～
2024年９月30日

― 4,110 ― 100,000 ― 132,990
 

 
(5) 【大株主の状況】

2024年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式(自己株式を
除く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

名古屋鉄道株式会社 愛知県名古屋市中村区名駅一丁目２番４号 2,151 52.35

鈴　木　達　也 愛知県豊橋市 75 1.83

鈴　木　茂　雄 愛知県豊橋市 30 0.72

宮　本　智　弘 愛知県田原市 22 0.54

佐　山　有　紀　子 静岡県湖西市 20 0.48

上　村　範　子 愛知県豊橋市 18 0.43

溝　口　恵　子 愛知県豊橋市 15 0.36

杉　浦　　暁 愛知県田原市 15 0.36

石　垣　裕　達 静岡県湖西市 15 0.36

青　木　和　美 愛知県田原市 15 0.36

計 － 2,377 57.85
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2024年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式  

4,110,080
―

4,110,080

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 4,110,080 ― ―

総株主の議決権 ― 4,110,080 ―
 

 

② 【自己株式等】

　　　　　該当事項はありません。

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間連結会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第３号の上欄に掲げる会社に該当しますが、同項ただし書

後段の規定に基づき、連結財務諸表規則第１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しておりま

す。

 

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年４月１日から2024年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による期中レビューを受けております。
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１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 138,946 119,351

  受取手形、売掛金及び契約資産 633,184 839,288

  預け金 1,620,365 1,974,180

  棚卸資産 ※１  199,959 ※１  246,209

  その他 520,693 98,275

  貸倒引当金 △4,065 △3,495

  流動資産合計 3,109,082 3,273,810

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） ※2  4,089,121 ※2  3,986,619

   機械装置及び運搬具（純額） ※2  1,054,821 ※2  1,090,177

   土地 ※2  7,273,596 ※2  7,273,596

   建設仮勘定 36,592 43,080

   その他（純額） ※2  63,615 ※2  61,525

   有形固定資産合計 12,517,745 12,454,998

  無形固定資産   

   ソフトウエア 92,323 79,834

   施設利用権 11,779 10,947

   リース資産 172 ―

   無形固定資産合計 104,274 90,781

  投資その他の資産   

   投資有価証券 110,071 106,889

   繰延税金資産 76,604 50,974

   その他 181,371 179,667

   貸倒引当金 △18,081 △16,464

   投資その他の資産合計 349,965 321,067

  固定資産合計 12,971,984 12,866,847

 資産合計 16,081,066 16,140,658
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 189,141 50,095

  短期借入金 6,900,000 6,900,000

  リース債務 186 ―

  未払法人税等 46,086 16,120

  賞与引当金 101,961 114,632

  預り金 124,639 156,209

  その他 746,197 714,353

  流動負債合計 8,108,210 7,951,410

 固定負債   

  繰延税金負債 752 5

  再評価に係る繰延税金負債 1,760,721 1,760,721

  退職給付に係る負債 40,805 43,501

  資産除去債務 30,687 30,700

  その他 163,655 157,726

  固定負債合計 1,996,620 1,992,655

 負債合計 10,104,831 9,944,066

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金 233,240 233,240

  利益剰余金 2,754,534 2,973,114

  株主資本合計 3,087,774 3,306,354

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 33,609 31,403

  土地再評価差額金 2,760,596 2,760,596

  その他の包括利益累計額合計 2,794,205 2,791,999

 非支配株主持分 94,255 98,236

 純資産合計 5,976,235 6,196,591

負債純資産合計 16,081,066 16,140,658
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

営業収益 3,167,915 3,501,746

営業費用   

 運輸業等営業費及び売上原価 2,822,982 2,967,503

 販売費及び一般管理費 ※1  283,978 ※1  278,964

 営業費合計 3,106,960 3,246,467

営業利益 60,955 255,279

営業外収益   

 受取利息 576 882

 受取配当金 4,569 5,828

 不動産賃貸料 90 90

 業務受託料 170 174

 助成金等収入 68,278 3,279

 雑収入 2,190 6,110

 営業外収益合計 75,873 16,365

営業外費用   

 支払利息 5,507 6,641

 雑支出 0 ―

 営業外費用合計 5,507 6,641

経常利益 131,321 265,003

特別利益   

 固定資産売却益 3,717 209

 補助金収入 ― 721

 特別利益合計 3,717 930

特別損失   

 固定資産除却損 189 0

 特別損失合計 189 0

税金等調整前中間純利益 134,849 265,934

法人税、住民税及び事業税 23,459 17,241

法人税等調整額 5,696 26,070

法人税等合計 29,155 43,312

中間純利益 105,694 222,622

非支配株主に帰属する中間純利益 6,793 3,981

親会社株主に帰属する中間純利益 98,901 218,641
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

中間純利益 105,694 222,622

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,091 △2,206

 その他の包括利益合計 2,091 △2,206

中間包括利益 107,785 220,416

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 100,992 216,435

 非支配株主に係る中間包括利益 6,793 3,981
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 134,849 265,934

 減価償却費 284,392 268,587

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,606 △2,187

 賞与引当金の増減額（△は減少） 4,721 12,671

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,644 2,696

 受取利息及び受取配当金 △5,145 △6,710

 支払利息 5,507 6,641

 固定資産売却益 △3,717 △209

 補助金収入 △269,975 △252,046

 助成金等収入 △68,278 △3,279

 固定資産除却損 189 0

 売上債権の増減額（△は増加） △51,262 △68,127

 棚卸資産の増減額（△は増加） △11,234 △46,251

 仕入債務の増減額（△は減少） △93,019 △139,046

 未収金の増減額（△は増加） 35,425 21,281

 未払金の増減額（△は減少） 5,185 △2,132

 その他の資産の増減額（△は増加） △14,631 △13,154

 その他 29,576 98,303

 小計 △10,167 142,972

 利息及び配当金の受取額 5,145 6,710

 利息の支払額 △5,507 △6,641

 補助金の受取額 176,965 114,068

 助成金等の受取額 85,979 3,279

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △59,734 △13,016

 営業活動によるキャッシュ・フロー 192,681 247,372

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △304,831 △279,546

 有形固定資産の売却による収入 6,180 209

 無形固定資産の取得による支出 △210 △26,358

 工事負担金等受入による収入 146,371 393,022

 投資有価証券の取得による支出 △49 △155

 定期預金の払戻による収入 12,000 ―

 定期預金の預入による支出 △400 ―

 その他 △3,374 △138

 投資活動によるキャッシュ・フロー △144,313 87,034
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           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2023年４月１日
　至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
　至 2024年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △60,000 ―

 リース債務の返済による支出 △1,473 △186

 財務活動によるキャッシュ・フロー △61,473 △186

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △13,105 334,220

現金及び現金同等物の期首残高 1,861,774 1,749,269

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  1,848,669 ※1  2,083,489
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【注記事項】

(中間連結貸借対照表関係)

　　※１　棚卸資産の内訳

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

商品及び製品 4,111千円 3,372千円

仕掛品 1,166 8,603

原材料及び貯蔵品 194,682 234,233

計 199,959千円 246,209千円
 

 

　　※２　固定資産のうち取得価額は、下記の金額だけ工事負担金等の受入のため圧縮記帳しております。

 
前連結会計年度
(2024年３月31日)

当中間連結会計期間
(2024年９月30日)

 圧縮記帳累計額 圧縮記帳累計額

鉄軌道事業設備 7,378,901千円 7,378,901千円

自動車運送事業設備 602,462 599,676

タクシー事業設備 15,700 15,700

計 7,997,063千円 7,994,277千円
 

 

(中間連結損益計算書関係)

　　※１　販売費及び一般管理費

　　主要な費目及び金額

 
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

人件費 199,375千円 196,104千円

うち賞与引当金繰入額 10,203 10,293 

うち退職給付費用 4,123 3,352 

減価償却費 8,533 9,939 
 

 

(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　　※１　現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

現金及び預金勘定 112,127千円 119,351千円

預け金 1,746,584 1,974,180

預入期間が３か月を超える
定期預金

△10,042 △10,042

現金及び現金同等物 1,848,669千円 2,083,489千円
 

 

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

　配当に関する事項

該当事項はありません。

 

当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 交通事業
不動産

事業

レジャー・

サービス

事業

保守・

整備・

建設事業

計 調整額

（注）１

中間連結財務諸表

計上額

（注）２

 売上高        

 外部顧客への売上高 2,398,085 193,218 351,480 225,132 3,167,915 ― 3,167,915

セグメント間の
内部売上高又は振替高

35,890 40,672 154,103 231,860 462,525 △462,525 ―

計 2,433,975 233,890 505,583 456,992 3,630,440 △462,525 3,167,915

セグメント利益又は
セグメント損失（△）

△74,007 60,191 15,285 57,333 58,802 2,154 60,955

 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額2,154千円は、セグメント間取引消去額等であります。

　　　２．セグメント利益又は損失は、中間連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年４月１日　至　2024年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 交通事業
不動産

事業

レジャー・

サービス

事業

保守・

整備・

建設事業

計 調整額

（注）１

中間連結財務諸表

計上額

（注）２

 売上高        

 外部顧客への売上高 2,684,495 199,938 377,505 239,807 3,501,746 ― 3,501,746

セグメント間の
内部売上高又は振替高

2,802 41,071 42,025 149,886 235,785 △235,785 ―

計 2,687,297 241,010 419,530 389,694 3,737,532 △235,785 3,501,746

セグメント利益 142,535 66,434 26,351 17,597 252,918 2,360 255,279

 

（注）１．セグメント利益の調整額2,360千円は、セグメント間取引消去額等であります。　

　　　２．セグメント利益は、中間連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(収益認識関係)

１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 
前中間連結会計期間（自　2023年４月１日 至　2023年９月30日）

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
交通事業 不動産事業

レジャー・
サービス事業

保守・整備
・建設事業

鉄軌道事業 768,176 ― ― ― 768,176

自動車運送事業 1,150,130 ― ― ― 1,150,130

タクシー事業 474,118 ― ― ― 474,118

不動産賃貸事業 ― 22,559 ― ― 22,559

清掃業 ― 6,529 ― ― 6,529

旅行事業 ― ― 349,020 ― 349,020

建設事業 ― ― ― 37,785 37,785

自動車整備事業 ― ― ― 187,347 187,347

顧客との契約から生じる収益 2,392,424 29,088 349,020 225,132 2,995,664

その他の収益 5,661 164,130 2,460 ― 172,251

外部顧客に対する営業収益 2,398,085 193,218 351,480 225,132 3,167,915
 

 
当中間連結会計期間（自　2024年４月１日 至　2024年９月30日）

 (単位：千円)

 
報告セグメント

合計
交通事業 不動産事業

レジャー・
サービス事業

保守・整備
・建設事業

鉄軌道事業 870,342 ― ― ― 870,342

自動車運送事業 1,345,983 ― ― ― 1,345,983

タクシー事業 462,366 ― ― ― 462,366

不動産賃貸事業 ― 26,542 ― ― 26,542

清掃業 ― 6,643 ― ― 6,643

旅行事業 ― ― 375,045 ― 375,045

建設事業 ― ― ― 51,659 51,659

自動車整備事業 ― ― ― 188,147 188,147

顧客との契約から生じる収益 2,678,692 33,185 375,045 239,807 3,326,731

その他の収益 5,802 166,753 2,460 ― 175,015

外部顧客に対する営業収益 2,684,495 199,938 377,505 239,807 3,501,746
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(１株当たり情報)

１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前中間連結会計期間

(自 2023年４月１日
至 2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年９月30日)

１株当たり中間純利益 24円6銭 53円19銭

  (算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する中間純利益(千円) 98,901 218,641

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する中間純利益
(千円)

98,901 218,641

   普通株式の期中平均株式数(千株) 4,110 4,110
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　　　　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
2024年11月13日

豊橋鉄道株式会社

 取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 
　名古屋事務所

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員

公認会計士 岸 田 好 彦  

指定有限責任社員

業務執行社員

公認会計士 稲　垣　吉　登  

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている豊橋鉄道株式会

社の2024年４月１日から2025年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年４月１日から2024年９月30日

まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中

間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。
 

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、豊橋鉄道株式会社及び連結子会社の2024年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全

ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、

また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手した

と判断している。
 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査役の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表

示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事

項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
 

　監査役の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。
 

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
 

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付け

る。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務

諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合

は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中

レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。
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・ 中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して

いないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構

成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。
 

・ 中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。
 

　監査人は、監査役に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項につい

て報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上
 

※１　上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

※２　XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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